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１．はじめに

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所（以下，生態水文学研究所）

では，1922 年に東京帝国大学農科大学附属演習林愛知県演習林として設置された直後から，穴

の宮，東山，数成，白坂に試験流域を設定して量水堰堤を建設し，流量観測を行ってきた（東京

大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所，2013）。そのうち白坂の流域内に

おいては，対照流域法による森林水文学研究を行うために，1948～1949 年に北谷，南谷の 2 つ

の小流域を設定して量水堰堤を建設して流量観測を開始し，現在に至っている（東京大学大学院

農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所，2016）。さらに，この小流域の最上流部の最

も重要な位置を占める帯水層からの地下水流量を観測する目的で，観測井戸，自記水位計及びポ

イントゲージからなる帯水層水位観測所が 1957 年に 4 か所，設置され（山口 1963），地下水位

の連続観測が開始され，現在に至っている。

2016 年現在 60 年に及ぶ長期の山地源流域の地下水位の連続観測は我が国の森林水文試験流

域において他に例を見ない観測であり，降水量と流出量だけの観測では解明が困難な，流域内に

おける水の時間的な挙動を明らかにするために有益な長期データが得られている。本報告ではこ

うして観測された地下水位連続データ報告の（I）として，北谷井戸 II（後述）の 1981～2001

年の 21 年間の井戸水位について報告する。
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２．地下水観測井戸の概要

白坂小流域内に 1957 年に設置された 4 か所の帯水層水位観測所の位置を図－ 1 に示す。観測

所は北谷（North Creek），南谷（South Creek）に各 2 か所設置され，それぞれ北谷井戸 I（N-I），

北谷井戸 II（N-II），南谷井戸 I（S-I），南谷井戸 II（S-II）という名称がつけられている。本報

告ではこのうち北谷井戸 II で観測された地下水位を報告の対象とする。

北谷井戸 II における観測の経緯を表－ 1 に示す。本報告で報告する期間には，週巻き水位計

記録紙による観測と，月巻き水位計ロール紙による観測の期間がともに含まれている。

図－ 1　地下水井戸の位置

0                    50                 100 m

N‐I N‐II

North Creek

South Creek

V‐notch
Weir

V‐notch
Weir

S‐I
S‐II

7 
 

 

表―１ 北谷井戸 II における地下水位観測の経緯 

 

年 月 日 事由 
1958 12 17 現存する最古の週巻き自記水位計（ウイジン社）記録紙の開始日 

ポイントゲージ観測は週 1 回、記録紙交換時 
1984 5 18 週巻き自記水位計による観測の廃止 

月巻き自記水位計（池田計器製作所）観測の開始 
ポイントゲージ観測はおおむね月 1 回、ロール紙交換時 

1986 7 19 ポイントゲージ読み取り値の野帳への記載終了 
これ以降のポイントゲージ読み取り値はロール紙上に記録 

1990 12 28 ポイントゲージ読み取り中断 
2001 4 18 月巻き自記水位計にポテンショメータ（池田計器製作所 ADR-115）を併設し、

シャトルカードロガーを用いてデジタル記録開始 
ロール紙を従来の 5ｍ計のものから 2ｍ計と 5ｍ計の共用のものに変更 

2002 6 27 ロール紙を 2ｍ計と 5ｍ計の共用のものから 2ｍ計のものに変更 
2003 6 21 井戸淵からの水位の計測と野帳への記録再開 

 

  

 

表－ 1　北谷井戸 II における地下水位観測の経緯
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３．観測結果および担当者

井戸水位の観測は，生態水文学研究所における重要な業務の一つとして位置づけられている。

具体的な作業として，ゴミの除去等の観測所の維持，自記水位計の維持補修，水位記録紙交換，

ポイントゲージによる定期的な水位測定といったルーチンワークが行われている。これらの作業

は生態水文学研究所教育研究推進係の職員によって行われている。

本報告で報告する期間について，観測で得られた生データから地下水位を読み取る作業は，生

態水文学研究所気象水文過去データ管理室所属教職員（元教職員を含む）である著者らが行った。

期間別の担当者は以下のとおりである。

 1981 年 1 月 1 日～1993 年 1 月 8 日 黒木里香

 1993 年 1 月 8 日～1994 年 10 月 21 日 加藤敦美

 1994 年 10 月 21 日～2000 年 10 月 5 日 川名美恵

 2000 年 10 月 5 日～2001 年 12 月 31 日 黒木里香

本報告では水位を基準点からの水高に統一した。基準点は，井戸 I の直下にある通称「北谷地

中地下量水堰堤」の V ノッチの底点とした。2003 年 5 月 14 日に基準点と井戸淵の比高を測量

により測定したところ，12.662m であった。過去のポイントゲージの値および週巻き記録紙に

記録された水位を基準点からの水高に換算するため，ポイントゲージによる水位と井戸淵からの

水位を 2015 年 6 月 30 日 10：24 に同時に観測し，基準点からポイントゲージのゼロ点までの

比高を求めたところ，10.406m であった。そこで本報告では，この値を用いて過去のポイント

ゲージの値および週巻き記録紙に記録された水位を基準点からの水高に換算した。

こうして求めた地下水位の変動を図－ 2.1～図－ 2.21 に示す。図上の実線が途切れている期

間は，自記水位計の不調等が原因で生じた欠測期間である。すべての図の元データは，生態水文

学研究所に保管されている。
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図－ 2.1　 1981 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳に記載されたポイントゲージ読取値，実
線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.2　 1982 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳に記載されたポイントゲージ読取値， 実線
は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.3　 1983 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳に記載されたポイントゲージ読取値，実
線は自記水位計で記録された水位。

図－ 2.4　 1984 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳に記載されたポイントゲージ読取値，実
線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.5　 1985 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳に記載されたポイントゲージ読取値，実
線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.6　 1986 年の北谷井戸 II の水位変動。●は野帳，○はロール紙に記載されたポイントゲ
ージ読取値，実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.7　 1987 年の北谷井戸 II の水位変動。○はロール紙に記載されたポイントゲージ読取値，
実線は自記水位計で記録された水位。

10

10.2

10.4

10.6

10.8

11

11.2

11.4

11.6

11.8

12

1/1 1/31 3/1 3/31 4/30 5/30 6/29 7/29 8/28 9/27 10/27 11/26 12/26

地
表

地
下

ノ
ッ
チ
底

を
基

準
と
し
た
水

位
（
ｍ
）

北谷井戸Ⅱ 1988年

図－ 2.8　 1988 年の北谷井戸 II の水位変動。○はロール紙に記載されたポイントゲージ読取値，
実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.9　 1989 年の北谷井戸 II の水位変動。○はロール紙に記載されたポイントゲージ読取値，
実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.10　 1990 年の北谷井戸 II の水位変動。○はロール紙に記載されたポイントゲージ読取値，
実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.11　1991 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.12　1992 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.13　1993 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.14　1994 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.15　1995 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.16　1996 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.17　1997 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.18　1998 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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図－ 2.19　1999 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。

10

10.2

10.4

10.6

10.8

11

11.2

11.4

11.6

11.8

12

1/1 1/31 3/1 3/31 4/30 5/30 6/29 7/29 8/28 9/27 10/27 11/26 12/26

地
表

地
下

ノ
ッ
チ
底

を
基

準
と
し
た
水

位
（
ｍ
）

北谷井戸Ⅱ 2000年

図－ 2.20　2000 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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北谷井戸Ⅱ 2001年

図－ 2.21　2001 年の北谷井戸 II の水位変動。実線は自記水位計で記録された水位。
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